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杜仲は元気の損傷を補う生薬
　フローミンエースの構成生薬である杜仲は、身体内の
元気を補う滋養・強壮薬として古くから用いられてきま
した。『神

しん
農
のう
本
ほん
草
ぞう
経
きょう
』の上

じょう
品
ひん
に収載され、「腰脊の痛みを

治し、中
ちゅう
を補い、精気を益し、筋骨を堅くし、志

し
（精神力）

を強くし、陰
いん
下
か
痒
よう
湿
しつ
（陰部の湿りと痒み）・小

しょう
便
べん
余
よ
瀝
れき
（尿

失禁）を除く」と、その効果がうたわれています。中国甘
かん

肅
しゅく
省
しょう
の漢代の墓から出土した木簡の処方集（武

ぶ
威
い
医
い
簡
かん
）

にも、「内傷」（元気の損傷）を補う薬として配合されています。
　日本への伝来は従来、奈良平安時代以降といわれて
きましたが、藤原京跡出土の木簡（694～710年）に「杜
仲十斤」と書かれた荷札が発見されたので、飛鳥時代に
日本で用いられたことが明らかになりました。写真は『本草図譜』に描かれた杜仲の図です。
　『本草図譜』は文政11年（1828）に成った江戸時代最大の植物図鑑で、著者は岩

いわ
崎
さき
灌
かん
園
えん
（1786～1842）。灌園は三河

の出身で、名は常
つね
正
まさ
、通称は源

げん
三
ぞう
。有名な本草学者・小

お
野
の
蘭
らん
山
ざん
の最晩年の弟子です。『本草図譜』は全95冊の彩色図

譜ですから印刷出版は困難を極めました。全冊の刊行が終了したのは完成から100年近くもあとの大正11年（1922）の
ことでした。杜仲は巻79の喬木（高木）部に載っています。

杜仲を服用した人物が仙人になった！？
　杜仲の基原植物は、落葉高木のトチュウで、樹皮を乾
燥したものを薬用とします。「杜仲」の名称の由来につい
て、明の李

り
時
じ
珍
ちん
は『本草綱目』で、「杜仲という人がこれ

を服用して仙人になったから」といっています。なるほど
杜仲とはいかにも人名らしくも思えますが、根拠は薄弱
です。ほかに、杜仲は補中の最たる薬であり、「杜

と
寒
かん
中
ちゅう

虚
きょ
」（ふさがって体内が虚

きょ
した状態）に効果があるからと

いう説もあります。
　日本では古くは「まゆみ」「はひまゆみ」と呼ばれまし
た。「まゆみ」は「真弓」のこと。高く直立することから。
「はひまゆみ」は「這い真弓」のこと。これは曲がったもの
を指すといいます。
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小曽戸先生に紐解いていただきます。2013年10月、杏雨書屋は大阪市中央区道修町に移転しました。
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杜仲は『神農本草経』の上品で、
効力抜群の補剤です。
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杏雨書屋蔵『本草図譜』杜仲の図（1920年・木版多色刷）


